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⒈ 研 究 の 経 緯
　 少子・高齢化にともなう核家族（夫婦＋子供）世帯の減少、情報技術の進歩・
普及にともなう職住近接した就業形態の増加、環境問題、不動産価値の下落など、
近年、政府その他の調査機関から公表された統計には日本社会の変容を示すもの
が多い。同時に、このことからは、日本人の居住意識にも何らかの変化が生じて
いると推察される。この変化について、筆者は「家族（血縁グループ）より広範
な 社会 （非 血縁 者 グル ープ ）と ど の様 な関 係を 構 築す るか 」、 す なわ ち核 家族 や
職 住分 離し た就 業 形態 が、“平 均 ”と され た時 期 と異 なる 新し い 社会 性を 持っ た
居住意識への変化と考えている。こうした居住意識の現況は、住宅にも何らかの
変化を生じさせていると考えられる。そして、この変化を建築計画の水準で抽出、
類型化、分析し、その過程を方法化することができれば、それは住宅設計におい
ても有用な指標となるのではないか。こうした推察の基、本研究は始められた。
⒉ 研 究 方 法 及 び 既 存 研 究 と の 比 較
本研究では、現代住宅を検証する新しい視点として『特記空間』を設定した。
『特記空間』とは、住宅に個人の居住意識や生活スタイルを反映して設定される
“任意の空間”の内、Ｌ（リビング）の空間領域を拡張したり、用途を付加した
り、共有対象を代替する空間と定義される。研究方法としては、住宅の図面より
抽出した『特記空間』の用途や共有対象、区分指標の組み合せなどを類型化し、
この分析を基本とする。また、研究対象には、現代日本の建築ジャーナリズムに
おいて、代表的なひとつと思われる新建築社『住宅特集』誌上に掲載された建築
家の住宅作品を用いている。建築家の住宅を研究対象としたのは、それらが戦後、
日本の住宅建築において先駆的な役割を果たしてきたことから、現代住宅の動向
を探る本研究でも最先端の成果を期待
できると考えてのことである。
本研究を既存の住宅研究と比較すると、
『特記空間』という住宅空間に対する
独自の区分指標を定義し、これを用い
た検証から空間相互の未知の作用類型
を導き出そうとした点で、既存の領域
論や空間論と異なり、社会状況や居住
者の居住意識、生活スタイル、建築家
の住宅観を並列的に扱い、住宅空間の
設定に対する、それぞれの作用関係を
分析した点で、建築家の創造性や思考
過程の分析が、中心的な既存の作家論
や形式論と異なっている。
２⒊ 各 論 の 概 要
本 研 究 は 、 論 Ⅰ ～ Ⅳ の 各 論 と こ れ ら を 総 括 し た 結 論 で 構 成 さ れ る 。 下 図 は 、
研究過程全体の流れをチャート図にまとめたものである。
次頁では、各論の考察内容と結果の概要をまとめている。
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３　［ 論 Ⅰ ］ で は、『特記空間』 の定義や実際の住宅 事例からの抽出・ 表化、数量
分析に至る検証方法の各過程を考察した。結果、研究対象の『特記空間』分布に
対する分析過程（共有対象区分・空間名称・居住環境）からは、⑴．住宅の社会
性・公共性の重視、⑵．生活スタイルの多様化、⑶．住宅空間における公的・私
的領域の二分化といった事象とこれを反映した特徴的類型を得ることができた。
［ 論 Ⅱ ］ で は 、 調 査年 を 複 数 年 に 広 げ て 『 特 記 空 間 』 分布 の 経 年 変 化 と 社 会
変容の関係について考察した。結果、論Ⅰで得た事象⑴～⑶について１９９０年
から２０００年に至る『特記空間』分布の傾向変化を捉えた事象と確認した。
また、新たに⑷．私的領域の細分化・専用化といった事象を得ることもできた。
　 ［ 論 Ⅲ ］ では、論Ⅰ・Ⅱで研究対象とした住宅事例に対する建築家（設計者）
の 言説 を類 型化 し 、『 特記 空間 』 の類 型と 比較 す るこ とで 双方 の 作用 関係 を検 証
した。結果、日本社会の変容状況が広く認識されると共に、住宅に対する建築家
と居住者の問題意識が同一化の傾向を示していること、論Ⅰ・Ⅱで得られた事象
⑴～⑷は、これを反映した兆候と考えられること、人口問題や環境問題など問題
が多様化する中で、建築家の思潮は、住宅の既存形式（住宅形式・構法・材料な
ど）を新しい社会の枠組みに合わせて再定義する方向で論じられていること（⑸．
既存形式の見直し・再定義化）を読み取ることができた。
　 ［ 論 Ⅳ ］ で は 、 論 Ⅰ ～Ⅲ で 得 ら れ た 類型 や 事 象 が 、 グラ フ を 中 心 とす る 数 量
分析より得られたものであったのに対し、より詳細な類型相互の作用関係や研究
データより得られるその他の事象を探ることを意図して多変量解析法による分析
を試みた。結果、各調査年における類型の重要度（事象⒜）やグラフからは判別
が 難し い傾 向変 化 を数 値で 捉え （ 事象 ⒞）、論 Ⅰ ～Ⅲ で得 た事 象 の正 当性 を裏 付
けると同時に、各指標の作用関係から新たな類型的特徴を見出すことができた。
（事象⒟、⒠）また、各論で共通の研究対象とした建築家の設計による住宅事例
について、国内住宅供給量でまさる住宅メーカーの商品化住宅との比較を試み、
選定の論拠とした先駆性を数値で証明することもした。（事象⒝）
⒋ 研 究 成 果 の 概 要
　結論では、論Ⅰ～Ⅳの総括から①本研究で定義した『特記空間』は、共有対象
の組み合せ類型や数量が、社会状況や居住者の居住意識、生活スタイル、建築家
の住宅観を反映して変化する指標であること、②本研究過程で示した抽出・区分・
類型化、および分析方法を用いれば、各調査年に建築された住宅の社会性や公共
性、住宅空間の共有に対する居住意識の作用、建築家の住宅観などの傾向を把握
することができること、③『 特記空間』の 組み合せ類型は、住 宅の設計条件ごと、
異なる特徴的類型を示すことから、設計時に汎用性の高い類型を予測することも
可能であることを確認し、以上より本研究における『特記空間』概念と検証方法
は、現代住宅の動向研究、設計指標として有用であるとの結論に達した。
